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港
新
聞
６
面

０
４
１
５
０
６

口

井

奥

尚

れ
の
港
区
育
ち
。
高
校
卒
業
と

同
時
に
印
章
彫
刻
の
権
威
・
二に

階か
い

堂ど
う

五い
つ

男お

氏
（
黄お

う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
受

し
ょ
う

章

者
）
に
師
事
。
平
成
十
年
、
三

先
に
長
谷
川
印
章
店
を
開
業
。

同
十
三
年
に
は
一
級
技
能
士
資

格
と
共
に
大
阪
府
技
能
競
技
大

会
で
最
高
の
知
事
賞
を
獲
得
。

十
五
年
に
は
大
阪
市
中
小
企
業

青
年
優
秀
技
能
者
に
選
ば
れ
、

十
六
年
に
は

大だ
い

印い
ん

展

木
口

角か
く

印い
ん

の
部
で
銅
賞
。
十
九
年
に

は

大
印
展

木
口
角
印
の
部

で
銀
賞
。
そ
の
直
後
に
は
大
阪

市
中
小
企
業
技
能
功
労
者
の
一

人
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
技
術
者
と
し
て
の

地ち

歩ほ

を
固
め
る
一
方
で
、
後
進

指
導
や
中
学
校
で
の
篆て
ん

刻こ
く

指
導

に
も
関
わ
る
な
ど
、
印
章
彫
刻

の
普
及
に
も
力
を
尽
く
し
て
き

ま
し
た
。

◆
手
仕
上
げ
に
こ
だ
わ
る

長
谷
川
さ
ん
は
今
回
の
受
賞

を
由
美
子
夫
人
や
三
女
と
喜
び

合
い
な
が
ら
、
こ
う
話
し
て
い

ま
す
。

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
や

っ
て
き
た
こ
と
が
こ
ん
な
形
で

表
わ
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
同
時
に
、
二
階
堂
先
生

は
じ
め
、
出
場
に
際
し
て
仕
事

面
で
融
通
し
て
頂
い
た
先
輩
な

ど
、
多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
の
結
果
で
あ
り
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
一
層
研け

ん

鑽さ
ん

に
励
む
と
共
に
、

今
後
は
展
覧
会
へ
の
出
品
や
後

進
指
導
な
ど
に
も
積
極
的
に
関

わ
り
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た

業
界
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

そ
し
て
最
後
に
力
を
込
め
、

こ
う
加
え
ま
し
た
。

印
鑑
は

一い
っ

生し
ょ

物う
も

。の

生
涯
愛
着
を
持
っ
て

使
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
ど
の
印

鑑
に
も
真
剣
勝
負
で
臨の

ぞ

ん
で
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
機
械
を
利

用
し
な
が
ら
も
、
仕
上
げ
は
手

技
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
い

。

長
谷
川
印
章
店

三
先
一

三

二
二
、

六
五
七
二

六

八
八
〇

印
面
の
美
し
さ

で
し
た
。

審
査
の
結
果
、
長
谷
川
さ
ん

は
総
合
得
点
九
十
八
（
満
点
は

百
）で
第
一
位
と
な
り
、見
事
内

閣
総
理
大
臣
賞
。
大
会
史
上
稀ま

れ

な
初
出
場
で
の
快
挙
で
し
た
。

◆
独
自
の
鈍
角
刀
を
使
用

長
谷
川
さ
ん
の
技
の
特
徴
は

字
割
り

荒
彫
り

仕
上
げ

と
進
む
工
程
の

で
、
普
通

は
刃
先
が
鋭
角
の
仕
上
げ
刀
を

使
う
の
に
対
し
、
鈍
角
を
使
用

す
る
こ
と
。
確
か
な
技
術
の
上

で
こ
そ
可
能
な
技
法
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
の
美

し
さ
が
増
す
だ
け
で
な
く
、
作

業
速
度
ア
ッ
プ
や
刃
先
保
存
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
は
こ
の
独
自

の
技
法
が
大
き
く
物
を
言
っ
た

よ
う
で
す
が
、
何
よ
り
審
査
員

の
心
を
捉と

ら

え
た
の
は
、
地
道
な

篆
書
体
研
究
の
積
み
重
ね
に
裏

打
ち
さ
れ
た
、
美
し
く
気
品
溢

れ
る
印
面
・
印
影
で
し
た
。

◆
技
術
者
の
地
歩
固
め
て

長
谷
川
さ
ん
は
福
島
区
生
ま

指
定
の
材
料（
柘
三
十

角
）・

紙
（
印い

ん

箋せ
ん

）
な
ど
が
支
給
さ
れ
、

彫
刻
刀
な
ど
の
道
具
は
自
品
を

持
参
。
指
定
書
体
は

篆て
ん

書
体

で
、
課
題
文
字
は

兵
庫
縣
鳥

鸛
保
護
育
生
會

の
十
字

写

真

参
照
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

は

文
字
配
分

線
の
切
れ
味

市
主
催
）
印
章
木こ

口ぐ
ち

彫
刻
の
部

で
、
三
先
の
長
谷
川
博ひ

ろ

一か
ず

さ
ん

が
見
事
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◆
手
技
ア
ピ
ー
ル
の
た
め

港
区
の
印
章
彫
刻
師
が
全
国

の
頂
点
に

。
三
月
二
十

二

十
三
日
に
神
戸
市
で
行
わ
れ
た

第
二
十
五
回
全
国
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
・
兵
庫

（
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
、

全
国
技
能

士
会
連
合
会
、
兵
庫
県
、
神
戸

美しく気品溢れる
仕上がりで全国の
頂点に立った長谷
川博一さん（ は
自宅作業場で、
は表彰式で）

印

章

木

口

彫

刻

印

章

木

口

彫

刻

長
谷
川
印
章
店

は

せ
が
わ
ひ
ろ
か
ず

長
谷
川
博
一
さ
ん

（
三
先
１
丁
目
、

歳
）

こ
の
大
会
に
は
全
国
か
ら
一

級
技
能
士
以
上
の
精
鋭
職
人
が

集
ま
り
、和
裁
、旋
盤
な
ど
三
十

一
種
の
技
能
を
競
い
ま
す
が
、

印
章
木
口
彫
刻
の
部
に
は
二
十

人
が
参
加
。
長
谷
川
さ
ん
に
は

過
去
に
も
何
度
か
業
界
か
ら
出

場
の
打
診
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
会
場
の
近
さ
も
あ
り
、

手て

技わ
ざ

の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
い
い
機
会
だ
と
思
っ
て

初

め
て
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

競
技
は
二
日
間
、
計
九
時
間

に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
指
定
文
字
で
の
長
谷
川
さ

ん
の
練
習
作
品
（
実
寸
大
）

港 新 聞 技 術 ・ 文 化平成 年（ 年） 月 日 水曜日 第 号 （ ）技 術 ・ 文 化

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

新
曲
男
の
夢

人
生
荒
野

を
ウ
ェ
ブ
ク
ウ

か
ら
好
評
発
売
中
。
二
曲
と
も

歌
謡
界
の
大
御
所
・
安
藤
実さ

ね

親ち
か

作
曲
。
男
の
夢
は
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

術
創

始
者
の
剣
一
筋
に
か
け
た
想
い

を
、
自
ら
も
杖

じ
ょ
う

道ど
う

道
場
を
主
宰

す
る
藤
さ
ん
が
作
詞
。

人
生

荒
野

は
嘘
と
お
世せ

辞じ

で
固
め

た
世
に
背
を
向
け
て
夢
を
一
途

に
求
め
る
男
の
生
き
ざ
ま
を
哀

愁
漂
う
珠し

ゅ

玉
の

ぎ
ょ
く

フ
レ
ー
ズ
で
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
可
。

有
線
リ
ク
エ
ス
ト
は

男
の
夢

十
二
代

で
。

六
五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
港
南
中
学
校
出
身
の
歌
手
・

川か
わ

奈な

ル
ミ
さ
ん

新
曲

東
京

大
陸
（
高た

か

畠ば
た

じけ

ゅ
ん
子
作
詞
・

朝あ
さ

月づ
き

廣ひ
ろ

臣お
み

作
曲
）
火
の
鳥
（
丹た

ん

ま
さ
と
作
詞
朝
月
廣
臣
作
曲
）

を
好
評
発
売
中
。
日
本
ク
ラ
ウ

ン
移
籍
第
一
弾
。
故
青
江
三
奈

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ
せ
る
独
特
の
ハ
ス
キ

ー
ボ
イ
ス
、
日
本
人
離
れ
し
た

パ
ン
チ
力
、
ラ
テ
ン
仕
込
み
の

リ
ズ
ム
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
抜

群
の
歌
唱
力
で
人
気
上
昇
中
。

〇
三

五
三
七
〇

八
三
九

〇

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。

藤かほりさん

川奈ルミさん

弁
天
町
市
民

学
習
セ
ン
タ
ー

民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
と
実
行
委
員
会
が
主
催
。

四
日
目
の

と
き
め
き
ス
テ

ー
ジ
で
は
三さ

ん

線し
ん

、気
功
、朗
読
、

太
極
拳
、
新
舞
踊
な
ど
十
数
グ

ル
ー
プ
が
登
場
。
こ
の
う
ち
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
は

ナ
ニ

カ
ア
ラ

な
ど
を
披
露
。
波
の
上
を
漂
う

よ
う
な
柔
ら
か
な
動
き
と
、
南

国
の
太
陽
を
思
わ
せ
る
明
る
い

表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
七し

っ

宝ぽ
う

焼
、

着
付
け
な
ど
の

一
日
体
験
教

室

も
順
次
開
催
さ
れ
、
希
望

者
が
興
味
あ
る
分
野
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た

作
品
展
示

で
は
木
版
画
、

春
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

。

今
年
も
三
月
五
日
か
ら
十
一
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
区

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
が
日
頃

の
成
果
を
発
表
す
る
恒
例
行
事

活
動
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
た

春
の
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

（
写
真

は
舞
台
で

の
サ
ー
ク
ル
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
、

は
容よ

う

真し
ん

流
生

け
花
教
室
の
作
品
展
示
）

編
み
物
、刺
繍

し
し
ゅ
う

、油
絵
な
ど
の
作

品
を
十
数
グ
ル
ー
プ
が
展
示
。

来
場
者
が
創
作
法
な
ど
を
質
問

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

●
体
動
か
す
楽
し
さ
語
る

舞
台
で
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
出
演

を
終
え
た
井
本
智と

も

子こ

さ
ん

（
港
晴
）
は
、
二
年
前
の
こ
の

催
し
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
舞
台
を

見
て
、
す
ぐ
サ
ー
ク
ル
に
入
っ

た
そ
う
で
す
。
体
を
動
か
す
の

が
好
き
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
社
交
ダ
ン
ス
も
し
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
柔
ら
か
で

簡
単
な
動
き
な
の
で
、
誰
で
も

す
ぐ
踊
れ
ま
す
。
お
金
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
楽
し
い
で

す
よ

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
岡
小
生
涯
学
習
ル
ー
ム
ま
つ
り

市
岡
小
学
校
生
涯
学
習
ル

ー
ム
ま
つ
り

が
三
月
二
十
八

日
、同
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
ル
ー
ム
活
動
の
成
果

を
一
地
域
単
位
で
発
表
す
る
試

み
で
、
二
回
目
。
同
校
生
涯
学

習
ル
ー
ム
が
主
催
。

最
初
に
大
阪
信
愛
女
学
院
短

大
講
師
・
た
か
し
ま
よ
し
お
さ

ん
が

い
じ
め
っ
子
・
不
登
校

児
へ
の
こ
と
ば
の
掛
け
方

こ

と
わ
ざ
か
ら
明
る
く
学
べ
る
深

い
こ
と

と
題
し
て
講
演
。

競
争
社
会
で
ス
ト
レ
ス
が
溜た

ま

っ
て
い
る
子
供
ら
に
ど
う
接
す

る
の
が
一
番
よ
い
か
、
社
会
的

事
件
や
自
身
の
体
験
も
交ま

じ

え
な

が
ら
話
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、

生
き
て
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

と
子
供
の
存
在

生き方を教えてもらった
と好評だった講演風景

を
無
条
件
に
認
め
て
や
る
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
、

笑
う
門か

ど

に
は
福
来
た
る

な
ど
の
諺
を

こ
と
わ
ざ

引
き
、

肩
の
力
を
抜
い
て
生

き
ま
し
ょ
う
と
結
び
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
舞
台
で
は
民
踊
や

手
品
な
ど
が
登
場
、
書
道
、
色

鉛
筆
絵
葉
書
な
ど
の
無
料
体
験

教
室
も
開
か
れ
、
参
加
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
参
加
の
五
十

代
男
性
は

講
演
は
人
間
と
し

て
の
生
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
よ
う
で
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で

し
た

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
こ
と
わ
り

連
載

人
生

劇
場

は
休
み
ま
す
。
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